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今年度の幹部教職員研修（3・25）「仕事と
介護の両立に大切な任せ方・頼り方～仕事
を続けることこそ親孝行～」は新型コロナ
ウィルス感染症の感染状況に鑑み、中止しま
した。

兵庫県立大学男女共同参画推進室ニュースレター

令和元年３月発行

☆延長・預かり保育、休日保育、病児・病後児保育の一部費用を支援します。
☆昨年１０月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、本学の保育支援制度を見直し、 支援対象の
延長・預かり保育時間を拡大しました。

☆延長・預かり保育の支援対象者 （①②のいずれにも該当する者）
①本学に在籍する専任教員、客員教員(週4日以上勤務)
②申請者本人もしくは配偶者が２号、新２号、３号、新３号のいずれかの認定を受けている者

☆休日保育、病児・病後児保育支援対象者（①かつ、②または③のいずれかに該当しており未就学児を養育している者）
①本学に在籍する専任教員、客員教員(週4日以上勤務)
②単身で養育している者
③本人以外に主として育児に専念する配偶者等がいない者

※ただし、両方とも産前産後休暇中・育児休業中・介護休暇中・看護休暇中の者を除く

日本における女性研究者の数が欧米先進

諸国と比べると著しく低い状況を鑑み、文部

科学省は、平成18年度から女性研究者支援

事業を開始しました。女性研究者支援事業

は、女性研究者がその能力を最大限発揮で

きるよう、研究と出産・子育て・介護などの

ライフイベントとの両立や、女性研究者の研

究力向上を一体的に推進するための支援す

るものです。

本学は、平成25年度から女性研究者支援

室を設置し、女性研究者支援事業をスタート

させました。平成28年からは、男女共同参

画推進室に改組し、女性研究者支援のみな

らず男女共同参画を推進しています。

今年度は、ワークライフバランスに配慮した

環境整備知として、子育て支援や研究支援

の充実を図るとともに、他大学とのネット

ワークから得られる情報の共有等、学内での

意識改革を推進する取り組みを行いました。

その結果、平成20年度から徐々にではあ

りますが、女性研究者の比率は上昇していま

す。

リニューアル！保育支援制度（令和２年度～）

【本学教員へ】 支援内容の詳細は、各所属キャンパス男女共同参画推進室分室もしくは本部までお問い合わせください。

兵庫県立大学における女性研究者支援事業

New！男女共同参画推進室のホームページ
4月より、男女共同参画推進室のホームページが新しくなりました。

http://www.u-hyogo.ac.jp/danjo/

http://www.u-hyogo.ac.jp/danjo/
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兵庫県立大学男女共同参画推進室

男女共同参画推進室分室は、
各キャンパス経営部総務課に設置しています。
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神戸商科C分室主催

各分室の取組

淡路緑景観C主催

💛

日時：令和元年9月６日（水）

「英語論文執筆セミナー
ポイントで学ぶ科学英語論文の書き方（応用編）

神戸情報科学C分室主催

明石看護C主催

💛

ALPHA 学⽣のためだけの京阪神公共団体合同業務説明会

参加者 19名（教員６名、院生1０名、職員3名）

講師 小野義正氏
（独立研究開発法人理化学研究所創発物性科学研究センター ）

女性研究者の業績向上を目的に、H30年度は、「ポイントで学ぶ科学英語論文の書き方（基礎編）」を実施したところ、
継続の要望が多くあったため、今年度は応用編を実施しました。
講義は、日本人英文の脱却ポイントや、明確な英語論文を書くテクニック（作文技術）等、より実践的な内容でした。
質疑応答では、熱心な質問に先生が丁寧に対応し、大変有意義な時間となりました。
また、今回は、他キャンパスからの受講参加を受け付けた結果、１８名の参加がありました。

日時：令和2年1月29日(水）

参加者 53名（教員31名、院生・学部生19名、職員3名）

緑景観マネージメント研究科の卒業生が、自身が就職したそれぞれの京
阪神の公共団体での自身の体験をもとに、造園職の職場紹介や就職試
験対策を紹介しました。それに加えて男女共同参画の視点として、女性職
員の割合、保育支援の内容、育休取得の現状、それを取り巻くや雰囲気
等を男性、女性それぞれが自分の立場から話しました。中には、男性の育
休に関する情報もあり、参加した学生にとっては、仕事内容だけではなく、
今後のライフプランを考えるために大変参考になる説明会となりました。

ロールモデルの提示 外国人女性教員の紹介 ロールモデルの提示 男性教員の育児参加の紹介

2018年4月に経済学部に
着任したタマシ・カルメン准教
授（ルーマニア）の紹介をしま
した。
彼女がなぜ日本に興味を持
ち、日本を研究するようになっ
たのか、また日本での生活や
研究活動での経験を男女共同
参画の視点で語っています。
学務課、交際交流センター等
を通して、学生に配布しました。

神戸情報科学キャンパ
スでは、男性教員の育児
参加を推進するために、
シミュレーション研究科
の土居秀幸准教授と永
野研究科長を取材しまし
た。
その成果を、今後の神

戸情報科学キャンパスで
の男女共同参画推進の
活動に役立てていく予定
です。

💛
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